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The purpose of this paper is to discuss the development of the Cristero rebellion (1926－1929) and the significance of morale 
seen in it. In fact, we think, the Cristero movement reflects an essential part of the Mexican revolution, and more importance should 
be attached to the young soldiers among the Cristeros who were thrown into the vortex of war. Because many deserters appeared 
from the Federal army, due to the corruption of morale, while the young soldiers were killed in the bloody battlefield, mustering 
their boyish vigour and even fighting hand to hand, in order to keep the religious freedom (namely nationalism) of the Catholic 
church.  
As a result, there is reason to assume that the destruction of social and economic foundation of the Catholic church led to the 
casus belli of the Cristero rebellion. In the June 21, 1929, peace agreement, President Emilio Portes Gil’s statement made clear the 
utilitarian policy of the Federal government. Therefore it is certain that such military circumstances were decisively influenced by 

































(a) クリステーロの乱に参加した諸勢力は，LNDLR (Liga Nacional Defensora para Libertad Religiosa＝宗 





(b) 「カリェス法」の正式名称は，Ley reformando el Código Penal para el Distrito y Territorios Federales  









  (c) 教会のストライキと宗教サービスの停止をへて，1927年1月1日，一斉に挙兵したカトリック信徒は，「キ 



















































































－1940年）」(21)  からも推定することができる。当時のメキシコでは，長年，ポルフィリオ・ディアス政権（1876－ 
 1911年）(22) において，連邦政府とカトリック教会の間で互いに了解してきた暗黙の境界（ゾーン）を，無遠慮に 
踏みにじる事件が頻発した。すでに1920年（2件）の時点で予兆が見られるが，1926年の「カリェス法」の成立後、 
16件へと増加し、1927年には85件に達したことで，連邦政府による反カトリック教会の指針は本格化の局面を迎 
えたといえる。爾来，クリステーロの乱を挟んで，エミリオ・ポルテス＝ヒル → パスクアル・オルティス＝ルビ 


































































































 (1)  ゴールドハーゲン論争とそれ以後の「ミクロ過程論的転回」を含めた，最近のドイツ史学では，小野寺 2012（書評： 
一ノ瀬 2014）のアプローチが注目に値する。 
 (2) 単純な「ヒトラー神話」を否定した，イアン・カーショーの研究はもとより，アリ  ー2012が示唆に富む。それに 
よると，大衆を物質的利益へ誘導した，蠱惑的な社会に溢れた投機的気分の中で，多くの官僚や軍人たちが主として 
財政の観点から，戦争政策の立案とその実施に邁進したプロセスが把握されるであろう。 
 (3) 「狭義の軍事史（技術史）」から「広義の軍事史（社会史）」への遷移に関しては，石黒 2013の提供する見取図が要 
領を得ている。 
 (4) 増田 1968，pp.161-163；国本 2014，pp.49-91. 




(6) 国本 2009，pp.207－239は広範な史料を渉猟し，クリステーロの乱における前史―本史―後史（1920－1940年）の 
要諦を抽出する。 
 (7) LNDLRの組織と流動的な構造に関しては，Meyer 1976, pp.75－82を参照。LNDLRは「米国への派遣団 (Delegates  
to the U.S.A.)」を擁していたが，彼らが連絡線を維持するために情報将校の責務を負ったと考えられる。 
 (8) 国本 2009，pp.225-227. 
 (9) 中西部方面の兵要地誌に関しては，Ibsen 2010が有意な情報を提供する。 
(10) 国本 2009，229頁（図8－1）。それによると，LNDLRが1925－1927年に組織した活動拠点は，中西部のハリスコ州 
 （17ヵ所），グアナフアト州（16ヵ所），ミチョアカン州（16ヵ所）に集まっていたが，北部のチワワ州（16ヵ所） や 
ドゥランゴ州（15ヵ所）にかけても抜かりなく設けられた。この方針は紛れもなく，闘争初期において，LNDLRが米
国のカトリック教会の支援を求め，両者の連携を模索していたことを意味する。クリステーロの軍隊の装備に関して
は，Meyer 1976, pp.118-120；クリステーロの軍隊が苦しんだ弾薬の不足とその節約に関しては，Meyer 1976, 
pp.167-168を参照。彼らにとって，弾薬筒（cartridge）は大事な支給品だったが，軍服・靴・医薬品・毛布，その
他の雑貨の欠乏も，戦闘に支障をきたすほど深刻であり，個々の兵士は至る処で不平を鳴らしていた。 
(11) Meyer 1976, pp.190-193 (Martyrdom). 
(12) 連邦軍の残酷な拷問と捕虜虐待に関しては，Meyer 1976, p.165を参照。 
(13) クリステーロの乱と「和平協定」に関しては，国本 2009，pp.227-233が平明である。 





(16) 本稿は第三節の記述に当たり、小野寺 2012，pp.53－125（第三章 戦友意識・男らしさ）から重要な知見を得た。 
(17) 本村 2011，pp.252-253. ギリシア人歴史家ポリュビオスは，『歴史』（Ⅵ 38）において，「･･････ローマ人の採用す 
     るこの習慣は，乱れを是正し軍紀を粛清するための最善の方法だといえよう」（原文ママ）と記している。 




(19) Meyer 1976, p.161. 
(20) もちろん，軍紀の紊乱を警戒するのは，機密漏洩を防ぐという実利的な根拠が存在した。ローマ人歴史家アンナエ 
ス・フロールス『ローマ史概要（Epitome rerum Romanarum）』によれば，「スパルタクスの反乱」（紀元前73－71年） 
の指導者スパルタクスの出自は， 補助軍からの脱走兵が捕縛後，奴隷の身分へ落ちたものと伝えられ，軍事の専門 
知識を身につけ，ローマ軍の内情に通じていた可能性が見出される。本村 2011，p.153を参照。 
(21) 国本 2009，p.236 (表8-2). 加えて，国本 2009，pp.353-360 (資料3) を参照。 
(22) 大垣 2008，pp.177-194. 
(23) たとえば，1928年（2件），1929年（0件），1930年（11件），1931年（10件），1932年（52件），1933年（37件），
1934年（150件）という推移も挙げておく。 




使節レオポルド・ルイス（Leopold Ruiz）の声明に関しては，Bailey 1974, pp.311-312に文章が掲載されている。 




(27) Meyer 1976, p.162. 
(28) Meyer 1976, p.85およびp.225の注4を参照。クリステーロの軍隊の構成に関しては，Meyer 1976, p.86 (TABLE 6), 
pp.166-167を参照。それによると，農民兵と合流し，保守的な町人兵の集団も従軍していたとみなされる。 








(31) クリステーロの乱に参加した少年兵に関しては，Quezada 2012が提供する映像／写真を参照。また，① 90人に上 









(34) 小野寺 2012，p.112. 
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